
宮城県仙台市の私立・東北高校の普通科「文理コース」は、社会解決のアイディアを実践に
移すためのプロセスを学び、アントレプレナーシップを育成することを目指し、毎年 1年生が
校外研修を行っています。修学旅行の延長ではなく、生徒が
「自ら考え、学ぶ」実践の場として、 2019年から岩手県遠野市で開催されています。

2021年の研修テーマは「SDGs」
“社会を構成する個人と企業と地域を知り

　　持続可能な地域の在り方を探求しよう”

遠野市の企業の活動が、SDGsの観点でどのように地域
や社会と繋がっているかを調べ、事業を SDGs目標とマッ
ピング。さらに他社事例の調査やフィールドワークを通し
て、企業が取り組むことができそうな SDGsの取組の提案
を行いました。最後に企業に SDGsレポートを提出しまし
た。

協力企業：岩手アパレル、遠野食肉センター、トーノ精
密、富川屋
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＜問合せ先＞
（株）富川屋　info@tomikawaya.com

現場を見て自ら主体的に考え、行動する。
SDGsの考え方が素直に受け止められる今の高校生たち。しかしSDGsはま

だ地域に十分浸透していません。実際の社会とのギャップを発見して、彼らな

らではの視点で捉え、新たな提案をしてくれることを期待しプログラムをつくり

ました。チームの仲間と議論し、合意形成をしながらプレゼンをつくっていくこ

とにも取り組んでもらいました。

研修プログラム企画・講師：富川岳（富川屋）・多田陽香（NCL遠野）
運営サポート：田仲美季（地域おこし協力隊/富川屋）

企業に提出したレポート

＜生徒達の声＞

“今回の研修を通して気づいたことは、相手に分かりやすく伝えること

の難しさです。自分の考えを正しく理解してもらうためには、話す構成

や話し方、伝え方など、様々なことを工夫することが大切だと思いまし

た。自分がこのプレゼンをされる側だったら内容をどのように捉えるの

かなど、相手の気持ちになって考えてみることも大切だと思いました。 ”

“もっと楽で楽しいものだと思っていましたがレポートや企業さんのこと、

色々難しくとても頭が働きました。一時はみんなで悩みましたが、話し合

い、役割を決め男女ともなく協力することができました。 ”

“自分たちのプレゼンがまだ少し甘かったと感じました。富川屋さんから

フィードバックを頂いて、そこからスライドだったり原稿だったり色々対

応出来たのはすごく良かったと思います。プレゼンを考えるのに頭が

いっぱいになりましたが、その分とても学ぶことができました。次発表

する時はなにより「相手に伝える」というのを心がけていきたいです。 ”

“自分らが納得するような発表をすることもしなきゃいけないけど、それ

より相手に伝えて自分らが何を知って欲しいのかを分かりやすく完結に

話すことが大切だってことがわかった。 ”

“活動を通して、プレゼン仕方やスライドのみやすい作り方を学び、総合

型推薦で使う面接に役立つ研修になったと思います。次回このような場

面があるならば、積極的に自分の意見を言えるようにしたいです。 ”

協力企業より
SDGsの取り組みをおこなってはいましたが、正式に宣言できてはいま
せんでした。今回のレポートを通してどんな項目が当社の取り組みに当
たるのか学ぶことができたと思います。今後レポートを活用してスタッフ
にもSDGsを学んでもらいたいと思いました。



弊社の実情を的確に捉えていただき有難うございました。どの項目も普段、当然の事としてあまり意識
していなかったことを再認識しました。

企業からのフィードバック



もう少し質問の数が多いと事業内容をより理解できたのかなと思いました。鮮度や品質低下をイメー
ジしてしまう可能性もあるので表現を変えるとよりお店のイメージアップにもなり、より良いかと思いま
した。環境への取り組み等についても直接的、短期的な改善は測れないため宣言は難しいかもしれ
ません。しかしSDGsは世界的取り組みでもありますので可能な限り流通会社と相談して改善に近づ
けていきたいと思いました。１回しかないヒアリングと短い時間の中、お店をここまで理解して取り組
みの提案を作成できたこと、とても素晴らしくすごいことだと思いました。

企業からのフィードバック



若干、本来の内容ではないところもあり、そのまま社外資料には使えない部分があります。具体的に
は、SDGsの中の「貧困をなくそう」「質のいい教育をみんなに」については確かにそうなのですが、実
際には、弊社の人材不足によって、外の人材にも頼らないといけないのが、本当のところです。ものづ
くりを教えるイベントや、廃棄物削減やアートへの展開は良いと思います。この辺ももう少し、いい表現
ができそうな気がしました。

企業からのフィードバック



時流や社会的な必要性を感じてはいたものの、自社をSDGsの観点で見たことはなかったので、現代
における社会的な役割を把握する意味でも非常に参考になりました。今後、企業活動を他社に説明
する際にも必要があれば積極的に使っていきたいと思います。基本的な内容と要素をまとめてくれた
ので、とてもとても助かりました。一方で、伝え方や文章の書き方は、まだまだ改善の余地があると感
じました。

企業からのフィードバック


